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戦　　評

金沢市立工業を破って勢いに乗る関西と、九州の強豪鹿児島南との対戦。ともに守りを安定
させ、攻撃のリズムをつくりたいところ。

１Ｐ　ともにフローターを中心に攻撃を組み立てていく。鹿児島南は⑥坂上が最初から位置取
りを、関西は⑤津崎、⑥塚本がカットインからポストに入っていく。パワープレーやカウンター
のチャンスがあるが、ＧＫの好セーブやシュートミスで得点できずに試合が進む。関西はミド
ルシュートやフローターシュートで攻撃を繰り返すが、３：５９、⑤津崎がカットインからシュート
を決め先行した。これに対し鹿児島南は青⑥坂上にﾎﾞｰﾙを集めるが、厳しいＤＦにあい得点
につながらない。Ｑ終了間際の０：１５、ゴール前ルーズボールの競合いからパスを受けた青
⑤井上がシュートを決め同点で終了。

２Ｐ　鹿児島南⑥坂上と関西②沓脱のマッチアップでは、スペースがあると青⑥坂上の体格
がいき、シュートを打つ確率が上がるが、関西はゴール前をかため、⑥坂上へのパスを許さ
ない。チャンスをつくりたい関西は、６：１８、白⑦稲村がカウンター攻撃を仕掛け、青②松下
がたまらず引き戻しで退水となった。関西のパワープレーはパス回しが良く、ポストへパスが
渡りシュートまでつながるが、ＧＫの好セーブに合い得点できない。両チームともカウンター攻
撃で局面の打開を図るが、決定的なシュートまでつながらず、ﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰを繰り返した。１：２
５、白⑥塚本のフローターシュートシュートが決まり、関西の２－１リードで前半が終了した。

３Ｐ　関西ＤＦが機能して、鹿児島南のパスが回らない。攻撃が単調となり形にならない。退
水を誘発しても、パスミスでチャンスを潰していく。対する関西も攻め手を欠き、得点できな
い。攻撃の糸口をつかめない鹿児島南であったが、１：５７、青⑤井上が個人技でミドル
シュートを決め同点。さらに０：４２、青②松下が退水を誘発。鹿児島南はタイムアウトを要求
し、パワープレーを仕掛けるが白ＧＫ兼信の好セーブに合い、チャンスは潰れたかに思われ
た。コーナースローとなった攻撃を０：１１、青⑤井上が落ち着いてゴール右上にシュートを決
め、２－３と鹿児島南が逆点して終了した。

４Ｐ　どちらもゴール前を固めたＤＦで、相手の攻撃を許さない。カウンター攻撃も不発となる。
早く追い付きたい関西は、４：５５、⑤津崎、４：１３、④吉本が退水を誘発し、パワープレーで
攻撃するが、いずれも得点につながらなかった。この試合、３回パワープレーのチャンスを獲
得し、確実にポストからのシュートにつなげた関西であったが、いずれもシュートをミスし得点
できなかったことが悔やまれる。１：００、青⑫濵島に右サイドからカットインシュートで、終了
間際には青⑦彌富にゴール前のノーマークから加点され、力尽きた。

鹿児島南の今後の活躍と、健闘を見せた岡山関西の国体での活躍を期待したい。


